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阪神・淡路大震災後に被災者が見た夢と心の健康について
一震災 1年 5カ月後の調査をもとに一
1. はじめに
平成 7年 1月17日に発生した阪神・淡路大震災
から 2年10カ月が過ぎた。激震地のただ中に位置
した本学のプレハブ校舎はすでに撤去され、今春
から学生たちは、建ち上がった新校舎で学ぶこと
が可能になっている。しかしながら、前稿（高
石：1997a, b)の冒頭で述べた駅前の全壊マンショ
ンは、 1年後の現在も放置されたままだ。櫛の歯
が抜けたように点在する更地には、今も鎮魂の花
が手向けられている。孤独死の相次ぐ周辺部の仮
設住宅には、なお何万人かの人々が住み、最終段
階を迎えた公営住宅入居の申込倍率に神経を尖ら
せている状態だ。被災者にとって、問題は次第に
個別化しつつあるとはいえ、いまだ解消されるこ
とはない。
本学では、被災地の中心に位置する教育研究機
関としての使命から、震災後多くの研究プロジェ
クトや公開講座、セミナーなどが行なわれた。そ
の中で、筆者は臨床心理学の立場から、被災者が
見た震災関連夢を手がかりに、被災者の心理状態
の継時的変化と癒しの可能性について調べてきた。
夢は、人が被った、意識では受け止めきれない深
い心の傷（トラウマ）をイメージ化して表し、当
人にその存在を知らせる役割を負っている。とき
にそれは苦しいだけの反復夢であり、またときに
苦しみの向こうに一筋の光明を見せ、癒しとやす
らぎを与えてくれるものとなる。筆者は、今回の
震災においても、夢の現れ方は被災者の心全体の
回復状況の有効な指標になりうると考えた。
そこで本稿では、筆者が震災 l年 5カ月後に行
なった夢の調査をもとに、激震地の被災者がた
どった心理的回復のプロセスを提示し、さらに本
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学の学生がたどった同時期の心理的プロセスと比
較考察することを試みたい。
2. 調査方法および対象
(1) 調査方法
毎年春季と秋季に行なわれる甲南大学総合研究
所主催の公開講演会・シンボジウム等に受講歴の
ある住所登録者のうち、激震地区で大学所在地で
もある神戸市東灘区と、その両隣に位置する神戸
市灘区および芦屋市に震災当時居住していた者を
すべて抽出し、表 l、2に挙げた「震災後の夢と
こころの健康に関する調査」と題する調査用紙を
返信用封筒とともに郵送した。うちわけは、東灘
区460名、灘区35名、芦屋市26名の計521名。発送
は1996年 6月下旬、郵送による回収は同 7月上旬
である。このうち転居先不明で返送されてきたも
のが7名分あり、実質調査依頼者 514名のうち回
答者は202名、有効回収率は39.3%となっている。
また調査用紙には、「調査へのお願い」と題す
る依頼文書を添付し、調査主体は総合研究所内に
設けられた 「震災後の復興体験を考える会」とし、
幹事である筆者の氏名と所属を明記した。ちなみ
に同会は、 1995年 4月（震災 3カ月後）に、今回
の調査対象者のうち東灘区の居住者に被災体験の
手記を募っており、その結果は甲南大学総合研究
所報第22号に掲載されている。
(2) 調査対象
上記の回答者202名を結果分析の対象とした。
まず、性別は男性90(44.6%)、女性110(54.5%)、
不明 2である。年齢の平均は60.2歳で、その分布
は図 lに示したように70代が最も多く、次いで60
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表 1 「震災後の夢とこころの健康に関する鯛査」フェイス・シート
フェイスージート
（この用紙は回答用紙と一緒にご返送ください）
整理番号CJ
＜以下の欄にご記入くださるか、あてはまるところにV印を入れてください＞
§1現住所
§2電話番号
§3お名前（匿名でも可）
§4性別
§5年齢
§6ご職業
□男性 口女性
歳
口会社員 口公務員 □自営業 □農・林・漁業
口学生 □専業主婦 □無職 □その他（
§7家屋の被害 □全壊・全焼 口半壊・半焼 ロ一部損壊 □なし □その他（ ） 
§8現在の住居 口震災前から変わらず
口震災後転居して、現在は元の所へ戻っている
口震災後転居したまま
§9人的な被害①亡くなられた家族や親しい友人が 口有り は柄( ) 
□なし
②負傷して治療を受けた家族や友人が口有り 杭柄（ ） 
□なし
§10回答内容の叢書掲載（すべて匿名でプライバシーにかかわらない範囲に限定します）
□してもかまわない
□しないでほしい
§11その他、ご意見や補足等がございましたら自由にお書きください。
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表 2 「震災後の夢とこころの健康に関する調査」質問内容
＜問 1>あなたはふだん、夢をよく見る（覚えている）ほうですか？
□よく見る 口どちらかゆ滋よく見る 口Eちらとも阪なし1 □あまり肱l □ほとんど肱し＼
く問 2>あなたは震災直後 (1~2週間後くらいまで）、直接または間接的に震災と関連
するような夢を見ましたか？
□非岱によく朕 口よく敗 口ときどき敗： 口たまに敗 ［］まった<JUゆった
＜問 3>そのときの夢は、次のうちどのようなものでしたか？（複数回答可）
口揺れる、逃げるなど生理的な恐怖反応の夢
口被災した瞬問や直後の視覚映像（フラッシュバック）の夢
口孤独、憂うつ、悲哀、怒りなどの情緒的反応の夢
口家族、友達など誰か人が出てくる夢
□山、海などの自然や生物が出てくる夢
□まったく見ていない
□その他( ) 
く問4>問3で答えた中で、最も印象に残っている夢があれば、できるだけ具体的に思い
出して詳しく書いてください。夢をまったく見なかった方は、その頃のあなたの
心身の状態（睡眠、食事、気分、体調など）について書いてください。
く問5>~<問7> *震災後少し経ってから (1~2ヵ月後くらいの間）について、
＜問 2>~<問4>と同様の問い。
＜問8>~<問IO> *震災後しばらく（数か月~1年以上）経ってからについて、
＜問 2>~<問4>と同様の問い。ただし、問10についてはその時
期（年月）も記入。
＜問II>~<問13> *現在（震災1年5ヵ月後）について、＜問2>~<問4>と
同様の問い。
＜問I4>現在のあなたのこころの健康状態は、震災前と比べてどうですか？
口ずっと変わらない
口震災後不安定になったが、現在は元に戻っている
口震災後不安定になり、現在もこころの健康がすぐれない
口震災後不安定になったが、現在は震災前より元気になった
口その他(
＜問15>震災に関連する（これまで答えていただいたような）夢の中で、あなたのこころ
の健康状態（気分の安定やものの見方など）に何らかの影響を与えたと思われる
ものはありますか？
□たくさんある 口 ~Iくらかある 口あまりなしI □まったくな¥I □枷らなし1
＜問16>(あると答えた方へ）それは、どのような影響でしたか？ もしお考えがあれば
書いてください。
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代、 50代と多くなっている。これは、もともと研
究所の受講生が戦業や家事の第一線を退いてゆと
りのできた高齢者が多いことから考えて、当然の
偏りであるとともに、この時期、毎日の生活の立
て直しや復興の作業に追われる若年・中年層の
人々には、なかなか回答する時間も気分的余裕も
なかったからではないかと推察される。
図1 回答者の年齢
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元の家を修復して戻っている者が23(11. 4%)、
震災時から変わらない者が 134(66. 3%)となっ
ており、まだ 2割以上の者が仮住居を余儀なくさ
れている厳しい実情が伺える。仮設住宅の居住者
も数名あった。また、転居しないまでも、震災直
後の避難所生活を強いられた者は相当数に上ると
思われる。
図3 家屋被害の程度
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回答者の職業は、図 2に示すように、無職35.l 
％と主婦32.7%が大半を占めた。また次に多い
「その他の職業」の中には、医師、看護婦、教師、
公認会計士など、専門職の者とパート勤務者が含
まれている。
図2 回答者の職業
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回答者の家屋の被害については、図 3に示すよ
うに、全壊54(26. 7%)、半壊47(23. 3%)、一部
損壊79(39. 1%)となっており、およそ 9割の者
が被害を被っている。調査時（震災 1年 5カ月
後）の住居についても、図 4に示すように、震災
後転居したままの者が41(20.3%)、転居したが
図4 震災 1年5カ月後の住居
割合 UI碕
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合計 20! 人
さらに、回答者の中で、震災による近親者や親
しい友人の死亡を経験した者は59(29. 2%)、経
験しなかった者は 135名 (66.8%)、不明 8(4.0 
％）であり、同じく近親者や友人に、入院や通院
加療の必要な負傷者（回答者本人を含む）があっ
た者は59(29. 2%)、なかった者は 131(64. 9 
％）、不明12(5. 9 %)であった。回答者の約 3
割が身近な人の死を経験したという事実は、激震
地にあっては止むを得ないことでありながら、や
はりこの震災の尋常ならざる悲惨さを物語ってい
るといえる。
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3. 結果と考察
(1) 震災後の震災関連夢の現れ方
以上のような背景をもつ対象者に、震災後、震
災に関連する夢をどのくらい見たかを 4つの時期
に分けて回答してもらった。それらの時期は、①
直後 (1~2週間後）、②少し経ってから (1~ 
2ヵ月後くらいの間）、③しばらく経ってから
（数か月~l年以上）、④現在 (1年 5ヵ月後）
とした。そのように区切った理由は、震災後、神
戸市東灘区とその周辺では、およそ次のような復
興の経過と 4つの時期が対応したからである。①
生命の危機を脱し、とりあえず衣食住を確保でき
るまで。②ガス・水道などライフラインが復旧し、
最低限の日常生活が確保できるまで。③交通網の
復旧や家屋の解体・再建が進みはじめ、震災 1周
年を迎える頃まで。④神戸市内の避難所の解消時
期 (96年 7月末）が迫り、公的には非常事態の終
了という認識が広がる頃まで。
その結果、少なくとも 1回以上震災関連夢を見
たと答えた者は、① 113名 (55.9%)、②108名
(53. 5%)、③103名 (51.0%)、④55名 (27.2
％）であり、③から④の時期にかけて減少の傾向
が顕著であった。また、①～④の時期を通して、
少なくとも 1回は震災関連夢を見たと答えた者は、
142名 (70.3%)に上り、学生対象の調査結果
（高石； 1997a)における59.3%と比べて明らかに
高い数値を示している。
さらに、それぞれの時期にどの程度頻繁に震災
関連夢を見たかについて、「非常によく見た」「よ
く見た」「ときどき見た」「たまに見た」「まった
く見なかった」の 5段階に回答してもらい、それ
ぞれに 4、3、2、 1、0の得点を与えて集計し
た結果を図 5に示す。頻度得点の平均値は、①直
後0.96、② 1 ~ 2ヵ月後0.75、③~1年後0.65、
④ 1年 5ヵ月後0.24であり、得点のrangeは①②
③で 0~4、④のみ 0~2である。これも、学生
対象の調査における平均値（①0. 76、②0.38、③
0.42、④0.04)と比較すると、明らかに高い数値
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となっており、しかも①から②の時期にかけての
減少率が低いことがわかる。
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夢内容の継時的変化
次に、見た震災関連夢の内容について、先立つ
調査（高石； 1997a)での自由記述を参考に予め
選択肢を設け、回答してもらった。それらは、 a
揺れる、逃げるなど生理的な恐怖反応の夢 b被
災した瞬間や直後の視覚映像（フラッシュバッ
ク）の夢 c孤独、憂うつ、悲哀、怒りなどの情
緒的反応の夢 d家族、友達など誰か人が出てく
る夢 e山、海などの自然や生物が出てくる夢
fその他である。夢は本来多義的なものであり、
厳密には一つの夢をどれか一つの項目に当てはめ
ることは難しい。しかし、ここでは回答者が夢の
どのような特徴を最も印象づけられて記憶してい
るか、すなわち回答者の夢体験の変化を調べるこ
とに意味があると考え、このような選択肢の表現
をとった。
さらに、①～④の各時期について選択回答後、
それぞれの時期で最も印象に残っている夢内容に
ついて、自由記述を求めた。夢を全く見なかった
か、想起できなかった者には、それぞれの時期の
心身の健康状態について思い出して記述しても
らった。
まず、各時期に見られた震災関連夢の内容を選
択肢別に集計した結果を表 3に、それから各内容
の選択人数の継時的変化を図 6に示す。
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表3 夢内容の各遍択肢別回答人数（重複回答）
｀難＼蔚9 直後 I~2t臆 Uし月~lf 1年5負臆
生理的恐怖 5 7 4 0 1 7 7 
乃9シュパ9り 2 5 2 2 1 0 4 
情緒的反応 1 7 1 3 1 4 5 
家族・友人 4 1 38 44 20 
自然・動物 1 1 8 1 1 8 
その他 1 3 1 4 1 6 ， 
不明 5 1 1 1 4 1 2 
合計 1 6 4 1 4 6 1 2 6 6 5 
図6
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① 震災直後の夢
この時期は自分自身の生理的な恐怖反応の夢を
見た者が最も多く、その次に家族、友達など他者
が登場する夢が続いた。以下に、その典型例と思
われるものや詳細に想起された記述例をいくつか
挙げながら、夢に表れた被災者の心理状態を素描
してみたい。（以下、例はすべて回答者の夢の記
述である。誤字や固有名詞等を修正した他は、で
きるだけもとの表現をとどめている。）
例 1 夜眠っていて、突然ゴーと地震の時の
音がして、夢と音とどちらが先だったが解ら
ないが、同時に体を横にふとんにくるまって、
あとは真暗。 (65歳、男性）
被災した瞬間ベッドから飛ばされた
ジェットコースターのような不快感と、床に
たたきつけられて立つことも出来ず、地鳴り
例 2
と揺れの中で頭をかかえている。 (49歳、男
性）
例3 何かに埋まってもがいている。もがい
てももがいても逃げられない。どうしても前
へ進まず同じところで手だけでかき分けてい
る感じがしていた。 (63歳、女性）
例4 電気が通じて居ませんので床に入って
も寒く、使い捨てカイロを足先背中に当てて
寝ましたが、それがズレると寒くなり「寒い
ねー」と 4、5人の友と震えていましたが、
倒壊家屋の下敷になって亡くなった友の淋し
そうな顔が気になって目がさめました。他の
友は誰だったか判りません。 (75歳、女性）
地震直後の 1~2週間は、まだ大きな余震も頻
繁にあり、被災者は夜も着衣のまま脱出に備える、
眠れない不安な日々が続いていた。そのような夢
かうつつかわからない意識状態の中で、繰り返し
繰り返し被災体験を夢に見ていたようである。夢
の中で家が潰れ、家具や土壁がのしかかり、暗闇
でもがきながら叫んで、目覚めて、生きていたこ
とに安堵する。あるいは震災で亡くなった家族や
友の姿を見る。そうでなければ、現実の苛酷さと
恐怖のあまり夢を見る（想起する）ことさえでき
ない。中には「直後 2週間くらいの記憶を喪失し
ていて、何も思い出せない (63歳、女性）。」と書
いた人もあった。
今回の地震は未明の暗闇で起こったため、災害
後に最も多いとされる視覚的なフラッシュバック
の夢は、体感的な恐怖の反復夢に比べて少なかっ
た（ただし、火災の多かった長田区とその近辺の
被災者の場合は異なるであろう）。
それからまた、突然の避難生活や見知らぬ人の
目にさらされることのストレスが、次のような恐
怖夢となって表れている。
例5 月明かりの真夜中、 トイレの水くみの
ためプールの水を紐をつけたバケツで汲む。
足許がすべって（寒くて氷がはっていた）す
うっとプールの中へすいこまれ、誰も助けて
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くれない。 (64歳、女性）
例 6 夜が明けてから20分ほどのスーパーに
ある井戸へ水を汲みにいったが、電気モー
ターのため水は出ず、水槽の水は半分ほど残
り、他はあふれ出ていた。往復の途中道路に
避難した人は無言の状態だった。この人はバ
ケツを持って何をしているとにらまれ、恐
かった。 (74歳、男性）
この時期、夜間はもちろん昼間でも、ヘリコプ
ターの爆音や自衛隊の救出活動車が鳴らすサイレ
ンと隣合わせに、しんと静まり返った不気味な静
寂が被災地を支配していた。交通機関が途絶え、
荷物を背負って遠路を 「無言」で歩き続ける避難
者の群れは、日常性が崩壊した都市生活の恐怖を
人々に植え付けたのではなかろうか。また、老齢
の人々にとっては、それは何十年も前の阪神大水
害や第二次大戦の体験を呼び起こすものであった。
例 7 古の軍隊にいたときの、山や野を行軍
する夢をよく見た。 (78歳、男性）
例 8 戦争中の罹災と同じような光景。火災、
煙、空はヘリコプタの爆音、道路のくずれで
大きな車が通るぶきみな騒音。 (68歳、男
性）
例 9 不思議と50年以上も前の親しい人（戦
死者）との、戦時中の学生生活の一端を垣間
見た。 (75歳、男性）
ほかにも、震災のショックがその人の個人的な
過去のトラウマを呼び起こし、親友に裏切られた
夢や、自動車に乗っていて穴に転落する夢などを
想起した者もあった。
② 震災 1~2ヵ月後の夢
この時期は、生理的な恐怖の反復夢が目立って
減少する他は、直後とあまり変わらない想起率を
示している。記述された夢内容は、ほとんどが恐
怖、不安、苦悶などを表している。中でも家や建
物にまつわるイメージが、直後の時期よりも顕著
であった。
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例10 前に住んでいた家の夢を見続けた。 43
年も住んでいたのだから当然かもしれない。
（実際には避難所にいるが）自分の寝室だと
思って目ざめるのが毎日のようだった。スト
レスはピークに達し、死にたいとも思った。
(43歳、女性）
例1 直後に神戸の市内でみた電柱や橋（倒
れていたり落ちていたりするのをみた）が目
の前でぐにゃりとゆがんでつぶれる。 (47歳、
男性）
例12 震災後 1~ 2ヵ月たつと建物の崩壊の
夢をみました。かつて約50年前軍隊から帰っ
て自宅前で戦災で崩れた建物を見た時のその
衝撃が今でも忘れられません。建物の崩壊の
夢は戦災と震災が重なり合った光景のような
気がします。 (74歳、男性）
ちょうどこの頃は、震災直後の興奮と緊張の持
続に限界が来はじめ、早いところでは全壊した家
屋の解体撤去が始まり、また半壊家屋の場合は応
急修理に追われ、中高年の人々にとって「住ま
い」の不安が現実にのしかかってきた時期であっ
た。いざ解体されるわが家や隣家を目のあたりに
することは、これまで自分が築いてきた人生その
ものが崩れ去るような不安を喚起したのではなか
ろうか。そのような将来への不安や閉塞感、焦燥
感を直接的に表した夢の記述もいくつかみられた。
それから次に目立ったのは、他者が出てくる夢
の中で、死者に言及したものである。
例13 夢の夫（現実には全壊した家の下敷で
圧死）は口をきいてくれません。何かいって
欲しいと思っているのに、だまって姿が見え
なくなりました。 (70歳、女性）
例14 文化住宅で三人の女性がなくなり、普
段あまり寄りつかない家族が、母親の遺体を
誤認した現実があり、役職上それに関わった
ので、しばし生前の三人の夢をみる。(64歳、
女性）
これらは、身近な者を亡くした人が夢の中で生
高石恭子：阪神・淡路大震災後に被災者が見た夢と心の健康について
前のその人とかかわる、対象再生の願望の夢（小
此木； 1979)が主であったが、それ以外にも、ま
るで震災が生者と死者の境界を取り去ったかのよ
うに、ずっと以前に亡くなった親兄弟、友人の夢
を繰り返し見たと答えた例が何人かあった。やは
り激震地の被災者にとって、今回の震災は、突然
有無をいわせず多くの命が奪われる「元型的な
死」の体験でもあり、たとえ家族や友人を震災で
失わなかったとしても、その人の心の奥底で、死
の世界と接触する夢イメージが活性化されたので
はないかと思われる。
それからまた、この時期に表れたのは、被害が
少なかったり早々と被災地外へ避難したことに対
する罪悪感(survivor'sguilt)を意識化させられ
る夢であった。逃げまどい、やっと助かって目覚
めると暖かい親戚の家。とりあえずの現実の安心
と、夢の中の恐怖イメージの凄まじさのギャップ
に驚き、助かったことに引け目を感じている自分
に気づいた、という感想を述べたものもあった。
大半の人が同じような反復夢を記述した直後と比
べ、この時期の記述された夢は、次第に夢見手個
人にとっての意味が強く感じられるようになって
いる。
③ 震災数ヵ月~1年以上後の夢
この時期になると、生理的恐怖やフラッシュ
バックの夢はほとんど消失し、家族や友人など他
者の夢が、②の時期よりも逆に増加して最も多く
なる。そして、そのうち記述された夢内容は、や
はり死者に関するものが多いのが特徴的であった。
例15 親しくしていただいた山のリーダーが
家の下敷になって亡くなられた。その方がよ
＜夢に現われ皆で楽しく山歩きをした。ああ、
よかったと思ったら目がさめた。地震さえな
ければ。一生忘れない！！（年齢不明、女性）
例16 いつ頃かはっきりわかりませんが、寝
る前に思うとその夢をみることがよくありま
す。寂しくなくなったであろうという思いで、
義母の夢を時々みます。生きていた頃の姿で
す。（独り暮らしの義母が別の区で震災死。
震災直後にも義母の夢をみており、寂しい思
いをしていたのに、もっと再々訪問してあげ
ればよかったという後悔の念を喚起されてい
る。 (72歳、女性）
例17 平成 7年 8月頃：亡母、亡夫と、荒涼
とした場所が自分の棲家であって、そこに一
緒に仔んでいる等、淋しい夢が忘れられませ
ん。 (3月に帰神後体調を崩し、病院通い。
9月頃からグループ活動にも参加できるくら
い回復した。 71歳、女性）
夢に出てくる故人は、②のところで述べたよう
に、必ずしも震災で亡くなった人とは限らず、す
でに亡くなった親兄弟であることが多かった。元
型的な死の体験に際して、神や仏のイメージを夢
に見るのではなく、先祖を見るということろに、
日本人の心理的特徴がみられるといってもよいか
もしれない。
また、とりわけ震災 l周年の前後には、関連の
報道番組が集中したせいもあろうが、記念日現象
（中井； 1996)として、震災関連夢も再燃したよ
うだ。
例18 平成 8年 1月頃：ドーンとつき上げら
れる様な気がして目がさめる。心臓のあたり
がキューンとなる。今どこにいるのか？とた
しかめる。それから 2時間位、地震ながかっ
たら今頃…等くよくよ考える。 (68歳、女
性）
例19 平成 8年 1月頃：祖父、おじ、震災で
亡くなった学友等が一度に現れる夢を見た。
高校時代に返って阪神のM駅で遅刻する夢を
見た。 (M付近で直後、生き埋めの方を数人
助けたが、助けられず声がとだえた経験をも
つ。 30歳、男性）
それから、記念日現象という点で共通するが、
50年以上前の戦災の大空襲の時節に震災夢を見た
という者もあった。
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例20 平成 8年 5月頃：空襲の恐ろしい体験
と今度の震災とが重なって、どちらがどちら
ともわからないような、両方の光景と体験が
重なりあって、ハッと気づいて目があいた。
（昭和20年 5月にMで大空襲にあい、家は全
壊、焼夷弾でやけどをおって命からがら山の
方へ逃げ、途中でいくつも死者を見た経験あ
り。当時の妻をその後まもなく亡くした。震
災では家族に死者はなかったにもかかわらず、
震災後、調査時に至るまで亡妻の夢やつじつ
まの合わない夢にうなされている。 78歳、男
性）
前稿（高石； 1997b)にも述べたが、このように
過去に未解決の喪失のトラウマを抱えている者に
とっては、震災は、客観的な被災程度にはかかわ
らず、深い心理的動揺をもたらした。例20の男性
においては、前妻に対する喪の作業が夢において
要請されているように考えられる。そのプロセス
には、おそらくまだ年単位の時間を必要とするで
あろう。
しかしながら、この時期には、早々と家の補修
や再建が終わって元の生活に戻ったり、マンショ
ンの再建計画がまとまっで帰神のめどが立ったり、
それなりに心の建て直しができる者も現れ始めた。
以下は、そのような変化を気づかせる夢である。
例21 平成 7年 9月頃：状況はもうかなり忘
れたが、広い野原で何人かの親しい者とニコ
ニコしている姿の自分をみていた。自分でも
なぜこんなおだやかな夢を見るのかわからな
いほど、色も景色も登場人物もあたたかく、
なごやかで、ゆったりとしている大変気持ち
のよい夢だった。（この時期に、家の補修を
すませた。47歳、男性）
例22 平成 7年12月頃：朝もやの中から射し
込んでくる光の夢を見ました。こうして書い
ている今でも典奮してしまう位、感動的な夢
です。 (47歳、女性）
他にも、がれきを乗り越えてとにかく前へ進も
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うとする夢、尊敬する先輩に（地震に遭ったにも
かかわらず若いと）ほめられる夢など、肯定的な
イメージが現れている。例21の男性は自らの夢に
ついて、「あの体験は自分にとって大変なもの
だったが、これからまた再びあのようなことが来
るかもしれないが、“もうあまりこだわらなくて
よい"という天のメッセージを受けとったように
思う」と述べている。また例22の女性は、震災後
ずっと「人の命や形あるもののはかなさを感じ、
信じるものを求め続けた事」ゆえに、この夢を見
ることができたと自ら説明している。そしてこの
後生まれて初めてボランティアに出かけ、調査時
は 「震災前より元気になった」と回答しており、
被災体験をきっかけに心理的に大きな変容を遂げ
た様子が夢の記述からも伺われた。
その他、情緒的反応の夢（他者が登場せず、自
らの情動のみが印象づけられている夢）と、自然
や動物が出てくる夢については、各時期を通して
相対的に選択数が少なかった。しかし、震災の恐
怖は「大地という自然に裏切られるトラウマ」と
して、深く被災者の心に刻みつけられ、そのこと
が自然や動物の夢イメージとして現れる場合が
あったことは、特記すべきであろう。以下に、全
時期を通した自然・動物の夢の例を挙げておく。
例23 ②の時期：山や野で蛇や他の動物に
追っかけられる夢をみます。目がさめると大
汗をかいて居ります。 (78歳、男性）
例24 ①の時期：静かな暗い海面にドシャ降
りの雨が降っている。
②の時期：おそらく瀬戸内の海でつりをして
いる。大きな亀がかかったがなかなかつり上
げられない。(38歳、男性）
例25 平成 8年 5月頃：川上の景勝の地に行
楽に行ったが帰りはガケをつたっで帰るほか
なくなった。ガケの下を流れる川にはおおき
な亀がうようよいる。手で支えていた岩が動
き、落ちそうになる。(59歳、男性）
これらの夢は、現実の恐怖であった「大雨」や
高石恭子：阪神・淡路大震災後に被災者が見た夢と心の健康について
「土石流」に襲われる夢と異なり、客観的には震
災と直接関連のないイメージであるが、夢見手本
人は震災夢であると直観的に理解している。前稿
（高石； 1997b)にも述べたように、震災後は深海、
亀、といったイメージが夢に見られたことが他所
でも報告されている。（不思議なことであるが、
本調査でも他の動物や虫などについてのはっきり
した記述は一例もなかった。）亀も蛇も共に水中
と陸を行き来する太古からの生物であり、無意識
の衝動や欲望のメッセージを意識にもたらす象徴
とされている。これらの夢は、震災体験が被災者
の集合的無意識と呼ばれるような心の深層にも影
響を及ぼしていることの傍証といえるのではなか
ろうか。
④ 震災 1年 5ヵ月後の夢
この時期は、再建可能な家はすでにほぼ建ち上
がるか、建築開始のめどが立ち、不可能な家は更
地のまま雑草が生い茂るという、復典の個人差が
はっきりと見えてきた頃である。それは心の回復
についても同様であろう。回答を寄せてくれた人
は前者である場合が多く、調査時にはおおむね心
身の落ち着きを取り戻していて、震災関連夢を見
ると答えた人は③の時期の約半数に減少していた。
しかし、自宅跡地が再開発地域に指定されたり、
マンションの再建方針が決まらなかったりで、住
まいの問題が解決しない一部の人の中には、震災
直後と変わらぬ悪夢を見続けている者があった。
やはり、中高年層の被災者にとって、馴れ親しん
だ元の土地に住まいを回復することが、心の回復
と密接に関連していると言えるのではなかろうか。
また、この時期に、自らの心理的回復を夢のイ
メージによって確認したという例もみられた。震
災直後からの夢も含めて例示したい。
例26 直後：家は実際つぶれなかったが、夢
の中でつぶれてくる恐怖があった。多分壊れ
た近所の家屋を多く見たせいではなかったか。
1 ~ 2ヵ月後：亡き友人の生前の元気な姿を
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見る。
平成 7年 6月頃：体調がくずれ、医者の診断
検査では赤血球等が常人の半分以下と言われ
た。寝る前から死の恐怖あり、孤独感の夢を
見た。
1年 5ヵ月後：体調が回復したせいか、たま
に亡き友人の夢をみるが、心よく楽しかった
世界になっている。 (83歳、男性）
例27 直後 ：余震の恐怖におびえ、ちょっと
した物音に目が覚め、同じような地震が再び
繰り返される夢を見た。
1 ~ 2ヵ月後：午前 5時30分頃になると決
まって目が覚め、 45分になると胸がドキドキ
して眠れなかった。
平成 7年 5月頃：すべてが復興に向けて全力
が注がれている時、一人だけ取り残されてい
くようだった。この頃から体調が崩れ、すべ
てが虚しいような無力感がつきまとった（情
緒的反応の夢）。
1年 5ヵ月後：上の状況が約 1年続き、ずい
ぶん苦しんだが、最近になって決定的な夢を
見た。 (1)金色のコインパースが失くなった。
しかし出てきた。よかった嬉しいと思ってい
る（実際には失くしていない）。
(2)私が生まれた町。従兄（実際には特別親し
くはないが、尊敬している）の運転する車に
父と母と私が乗っている。病院のようなとこ
ろ。私は右ひざのイボのような黒いものが痛
いと言っている。従兄が口でウミを吸い出し
てくれる。最初に赤黒いドロドロしたウミが
沢山出てくる。ウミはあっという間にバケッ
一杯分の量になる。次に黄色のツプップした
泡状のウミに変化する。もうこの色のウミが
出れば治るんだよと、誰かが言っている。黄
色のウミもどんどん出てきて、私は父と母に
「ほら見て、こんなに出たわ」と言っている。
妙な開放感と安堵感で一杯になる。翌朝、気
分がすっきりして、もう大丈夫だと思った。
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(43歳、女性）
例26の男性は、一連の夢を見たことで「死生観
が変わった」と延べ、例27の女性は、「夢の中で
一種の“死と再生"のシミュレーションをやって
いると思う。ウミ（自分の中の苛立ちや絶望感）
を無償で吸い出してくれる存在と出会う夢(2)を見
た時、私は再生したと強く確信した。」と説明し
ている。いずれの場合も、自宅が全壊したり、死
者が出たり、職を失ったりというような客観的な
被害は被っていないにもかかわらず、おそらくは
自分自身の人生の個人的要因がさまざまに重なり
合って、震災後に心理的な動揺と混乱を経験して
いる。そのような被災者にとって夢は、当人の心
の傷を癒し、戦いと回復の過程をイメージ化して
見せてくれる、大切な手がかりとなっていたこと
がわかる。
(3) 震災 1年 5ヵ月後の被災者の心の健康状態と
夢との関連について
次に、震災前と調査時を比較してみたときの、
被災者の心の健康状態について回答してもらった
結果を図 7に示す。震災前と「ずっと変わらな
い」と答えた者は50名 (24.8%)、「震災後不安定
になったが、現在は元に戻っている」は90名(44.
6%)、「震災後不安定になり、現在もこころの健康
がすぐれない」は28名(13.9%)、「震災後不安定に
なったが、現在は震災前より元気になった」は12
名(5.9%)、「その他の不良（震災前からずっと不
安定、震災後しばらくしてから不安定になり今も、
など）」 9名(3.5%)、無回答その他が13名(6.4
％）であった。つまり、合計17.3%の人が調査時
でも心の健康状態がよくないと答えており、その
中には投薬・通院中（精神科）であると記述して
いる者も含まれている。これは前稿（高石； 1997 
a)でも述べたように、学生対象の調査結果と大き
く異なるところであり、中高年の被災者の心理的
回復の困難さを表しているといえよう。
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図7 震災薗と比ぺた震災 1年5ヵ月後の心の健康状態
削合
“ 誼□不変 10 24 8l 
臨駐紅に反った 90 44 61 
口門 駄靱在も碩 18 13. 9% 
その亀QJf良 7 3 5X 
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合計 20l人
また、震災関連夢が心の健康状態に及ぼした影
響について、回答してもらった結果を図 8に示す。
「たくさんある」と答えた者は 9名(3.5%)、「い
くらかある」は43名(21.3%) 「あまりない」は24
名(11.9%)、「まったくない」は33名(16.3%)で
あった。これも、学生対象の調査結果に比べると
「ある」と答えた者の割合は高くなっている。た
だし、影響の具体的内容にまで踏み込んで記述で
きた者は少なかった。夢だけの影響を独立させて
考えるのは難しかったようである。それでも、例
に挙げたような記述（死生観の変化、再生の確信
など）や、夢によって自らの依頼心の強さに気づ
き反省した、ものの見方が変わった、人とのつな
がりの大切さを感じた、というような影響を答え
てくれた者もあった。
図8 震災関連夢が心の健康に及ぼした影響
割合
影響の程度
□ た（さんある 9 4 51 
liいくらかある 43 21 31 
口=あまりない
24 11 9X 
まったく 3 16 3% 
わからない 47 23 Ji 
不明 46 2. 8X 
合計 202人
(4) 家屋・人的被害の大きさと夢の現れ方の関連
について
次に、家屋被害の大きさという客観的な被災程
度と、震災関連夢の現れ方について調べた結果を
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表4および図 9に示す。
褒4 家屋複害の大きさと夢の頻度得点（平均値）
〖雲＼＂’ 直後 1~2貪月蔓 駐月~I精 I粍貪月覆
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ここで興味深いのは、家屋の全壊群よりも、半
壊および一部損壊群の方が、震災関連夢を多く見
ているという点である。特にその傾向は直後の時
期に最も顕著であり、震災 1年5ヵ月後には差が
なくなっている。学生対象の結果では、家屋被害
の程度と夢の頻度得点の高さは相関していた。こ
の結果の意味するところについては、以下のよう
なふたつの理由が考えられる。すなわち、一般成
人（中高年を主とする層）にとっては、家屋が全
壊する被害を受けた場合、直後は現実の衣食住の
確保に奔走し、あるいは職場復帰も果たさねばな
らず、疲労が極致に達していてとても夢を見られ
る（想起して記憶できる）ような状態ではなかっ
た、という可能性である。それからもうひとつは、
学生の調査対象者と異なり全員が激震地の居住者
であるため、全壊群の方が地域の人々と体験を共
有しやすく、人とのコミュニケーションの中で癒
されていったが、被害の軽かった者の方が、周囲
への罪悪感や引け目を感じゃすく、意識では抱え
きれない葛藤が夢に多く表れたという可能性であ
る。いずれにしても、震災関連夢の出現頻度を、
震災による心理的ダメージの一指標とするならば、
家屋被害の大きさと心理的被害の大きさは必ずし
も一致しないということがいえる。
また、家族や親しい友人に死亡者が出るという
人的被害を被った者とそうでない者との夢の頻度
得点を比較した結果を表 5および図10に示す。
表5人的禎害（死亡者）の有儒と夢の頻度得点（平均値）
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図10人的複害（死亡者）の有慧と夢の頻度得点の繕時的変化
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これも、やや死亡者有群の方が夢の頻度得点が
高いものの、学生対象での結果のように顕著な差
は見られない。負傷者の有無について分けた比較
でも、ほぼ死亡者の有無の場合と同じ結果であっ
た。やはり激震地にあっては、すべての被災者が
象徴的に「自らの死」を体験したわけであり、身
近に死傷者が出たか否かのみでその人の心理的ダ
メージの大きさを測るのは無理があるとも言える
だろう。
4. 
以上のように、激震地である神戸市東灘区、灘
区と芦屋市で震災を経験した202名（たとえ家屋
や人的被害はなくても、すべて広義の被災者であ
まとめ
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る）に、震災関連夢について回答してもらった調
査結果の分析を行なった。調査時までの 1年 5ヵ
月の間に少なくとも一度以上震災関連夢を見たと
答えた者は約 7割で、夢の出現頻度は直後が最も
多く、その後時間とともに減少した。しかし、 1
年 5ヵ月後でも、「ときどき」または 「たまに」
震災関連夢を見ると答えた者が約 2割、心の健康
についてもまだ 2割近くの者が「不安定なまま」
と答えており、中高年者の心理的回復の難しさを
裏付ける結果となっている。
関連夢の内容については、各時期によって共通
する特徴が見られた。その継時的変化のパターン
は学生対象の調査結果とも同じであり、今回の震
災後の夢体験として、ほぼ一般化できるのではな
いかと考えられる。まず直後には生理的恐怖やフ
ラッシュバックの反復夢が圧倒的に多く、人との
かかわりの夢は逆に、数か月~l年後頃に最も多
く現れる。また中高年者の場合はその間 (1~
2ヵ月後）に、家や建築物の夢を想起した者が目
立ち、学生の場合と異なって住まいの問題が人と
の問題に先立つことが特徴的であった。また、特
にどれかの時期に集中するということは見られな
かったが、自然や動物にかかわる夢が震災関連夢
として複数報告された。これらは、心のより深層
への震災の影響を示唆するものとして興味深いが、
絶対数が少ないので一般化できるところまではい
かない。
また少数ではあったが、 1年 5ヵ月後の段階で、
関連夢によって自らの心理的回復を確認したり、
トラウマを癒される体験をした例もあった。今後、
時間とともに個々人の状況（自宅再建の成否、家
業の復興と断念など）はさらに個別化し、他者と
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体験を共有することで癒される可能性はますます
減っていく。その際、自らの関連夢とどのように
向き合い、それをどのように理解していくかは、
心理的回復のために重要な要素となり得るのでは
なかろうか。
本調査は、約 1年半前に遡っての回答を求める
形式を採ったため、厳密な意味での追跡調査とは
異なり、各時期によってデータの信頼性にはばら
つきが生じているかもしれない。しかしながら、
調査時でもまだ「質問に答えようとすると、汗が
出てきたり涙が出てきたりして辛い」と夢の記述
を拒否する例もあり、直後の調査はとうてい不可
能であっただろうと思われる。最後に、熱心に調
査に協力してくださった回答者の方々に御礼を申
し上げたい。この調査研究が被災者の心理に対す
る理解を深めるための一助となれば幸いである。
また、本研究は甲南大学総合研究所の研究費助成
を得て行なわれたものであることを付記するとと
もに、研究チームの方々のご協力にも感謝の意を
表したい。
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ABSTRACT 
On the Dreams and Mental Health of the Survivors after Hanshin-Awaji Earthquake 
— From the questionnaire which was done one year and five months after the 
disaster 
TAKAISHI. Kyoko 
Kanan University 
This is a study on the dreams related to Hanshin-Awaji Earthquake. A 
questionnaire was done in June 1996, by mail, to 202 survivors who had lived in 
the Higashinada Ward, Nada Ward, and Ashiya City. 
As a result. more than 701'of the subjects had at least one related dream. 
and the content of their dreams changed with time. Just after the earthquake 
they had many repetitive nightmares with fearful. frightened body-feelings and 
terrible flashback images. After few months or more. they tended to have dreams 
of the dead people. Some began to participate in the process of mourning work. 
others seemed to re-experience the death of themselves simbolically. Although 
the frequency of having dreams decreaced gradually, more than 201'of the 
subjects still have related dreams at the time of the questionnaire. 
Compared with student-subjects. older people had much serious mental-health 
problems and it is considered that they recoverd from the damage more slowly. 
Key lords: Hanshin-Awaj i Earthquake, survivor. dream 
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